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【対象学科・専攻】専攻科共通・学年共通
【担当教員】

竹島 尚仁

【授業目標・教育方針】
現代哲学の主要なトピックのひとつである「心」に関する議論から、心と心の内容へのアプローチの仕方を取り上げ
る。そして、心についての理解を深めるとともに、心の内容をまさにそのような内容としているものが何であるのか
を考える。

【授業概要】
・行動主義、心脳同一説、機能主義など、心という存在へのアプローチの仕方を概観し、その問題点を考える。
・心の内容をめぐる、内在主義と外在主義の考え方を押さえ、その問題点を考える。

【教科書・教材・参考書 等】
適宜プリントを配布し、参考図書を指定する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
とくに使用しない。

【メッセージ】
定期試験 80%、レポートおよび発表 20%

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，その他：課題および発表 20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

【授業計画】（授業名：現代哲学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 5 回 「心」へのアプローチの仕方 ・心の状態のさまざま。
・行動主義、心脳同一説、機械機能主義、因果機能主
義。
・それぞれの説の長所と問題点。

6 回～ 7 回 心が内容をもつということをど
のように説明するか

志向性の問題、中国語の部屋

8 回～ 11 回 心が特定の内容をもつというこ
とをどのように説明するか

心の内容についての解釈理論と因果的・相関的アプ
ローチ

12 回～ 14 回 心の内容に関する内在主義と外
在主義をめぐる議論

広い内容 (Wide Content) と狭い内容 (Narrow Content) を
めぐる論争

15 回 定期試験 定期試験
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